
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長引く新型コロナウイルス感染症の影響を受けているなかでも、各事業者は様々な取り
組みや工夫を重ねています。 

 
主には、課題の整理を行い、新機軸を出し、事業計画を策定し、PDCA サイクルを回し

ながら取り組んでいます。 
 
事業見直しとは、新たな事業に転換しチャレンジすることだけではなく、既存事業を見

直し、売上が伸びないのは何故？改良点はないか？課題はどこにあるのか？など、今一度、

自社の経営を考え、そのなかで、整理することはないか？新たに派生する取組が出来ない
か？など少しの変化を加えていくことです。 
コロナ禍にあり、時代の変化に対応し、何かしらの取り組みを行っている事業者は、下

図からも新たな取引を得ており、また、取引先との関係を強化することにつながっている
ようです。そのような自社の取り組みは、事業の承継に関する考え方の変化にもみられる
ようです。 

 
以下、2022 年版中小企業白書・小規模企業白書（概要）：中小企業庁より抜粋したもの

ですが、国の流れ（考え方）では、小規模事業者のそれぞれが自己変革に向けて、新たな
挑戦を行うことを推奨しており、その必要な取組について、企業事例を交えながら分析さ

れています。一度、白書を覗いてみて参考にするのも良いでしょう。 

2022 年「小規模企業白書」の特色 

情報提供資料 



 

 

 

 



 

 

 


